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方でまとめて入手するようにし

○　来るJJ　口の

予定しているが

日には家族会を行し

○　ニューブラウンズクイック

善行者の表彰 小花会長の欧米旅行のスライド上映を

幹　事　報　告　　佐藤（貞）幹事より

／チヤ‾ター伝達式案内

水戸西Rc　用／7日　／♂時J♂分上。水戸市茨城会館にて。

J　会　報　到　着

東京品川Rc　弘餌束Rc　石巻RC　青森東RC　酒田RC

出　席　報　告

前回は修正に上り

田中署より　　別項

なった。　拍手

河村署より

去る29日の近火に際して

佐藤伊和治君が、その火災に際して町内会長として、非常に努力なされお世話下さったことが、新聞

紙上に報じられているが・之は・ロータリアンとして身かこ奉仕の精神を臭現されることで敬意を庚す

る。

佐藤伊和治署より

私は町内会長を勤めているので・当然のことをしただけであるが・町紬皆さんは備に河村君の奥

さんなどト被災者に対して非常に熱心に物質的にも・精神的にも慰安を与え、激励した。それに対し／七

被災者の方も感激して復興に努力をすることを誓った○うるおしい情景であった。

何時も御好誼を卸、て深謝する0近く入会さして頂く予定であるがどうぞ宜しく卸軌・申し上げる。

雑誌週間に際して・次の文を紹介申し上げる0

国際ロータ リー会長　J Ed】 Mbはughjin

から、あなたのク ラフへ挨拶

（フォノ ・シートからの翻訳大要）

私はTbe Rotahanの編集長カール・クーパーです○今レカゴのW F PauI印刷会社の工場

内にいますが・この工場は世界のどこの印刷工場上。多くの雑誌やカタログを、製造してお。ます。今

朝からTb8Rotarianの′月号の印刷にかゝ。ましたが、／時間仰部のスピードでも、／日、

“時間・∫日間印刷し続けて・”万J千部を印刷し終わる始末です。私の眼の前では日動的機械が

表紙をつけていますが、この流れの終。では包装されて・世界の〃J国に送。とゞけられるのです。こ

の／月号は、∫ク隼記念特別号です○今から∫♂駐軋たつたこ／‘‘むクラブのためにタ，クの部印刷され

たのですが、創刊号から今日までこの雑誌は一つの旨的なもってきました○それはロータリーの巨的を

発展させることです○半世紀前も今日も、又明日もこの日的には変。あ。ません0これはあ㍍この雑誌

です0Itis your magazine・／善、インスビレーシトヨン・アイデアの源泉、そしてよい読

物が満載されていますロあなこ達が支え、そして用いていたゞきたい0あなた連の協力に上って支えら

れてきましたが、国際ロータリー会長のJ鋼d kOlaughl土n程この雑誌のために援助を惜しまな

かった人を私は知りませんぐ

それでは・イ＝イ州・エバンストンにあるロータリー本執こ緑を切。かえることにLます。
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C　参会者　　∫～／∫名位迄

経歴、性格、性別等異なる方が良い

〇　時間／♂公一2時間（最大掛位

E　場所　どこでも良いがお互に近くに座る革

甘　問題の掲示　会議の直前が原則　議題によって2日耐性

ダ　B．S会議のダヶ条

第　／　各　　アイデアを出して屠る時には、ふつうの会議

第　J　粂　　アイデアは粗けすりの方が良い

第　、タ・粂　　アイデアの数は多い程良い

をしてはならない。

第　ゲ　冬　　日分独白のアイデアを出す事以外にも他人の出したアイデアを組合せたり

りして良いアイデアを出す事も良

各人J回以上は必ず発言する串

いわけである。

以上気楽霊気持で会議を進める事が必要である。

∫　問越点発見のテクニック

アイデアを出すには先づ問題点をつかまなければなりませんが、其のテクニックの技法として次

の様な方法があります。

1　特性列挙法

2　欠点列挙法

3　希望点列挙法の三つの方法があるとされて屠ります。

イ　特性列挙法

アイデアが出つくしにとか片上ったときとかに使うと有効であります。物の特性に日をつけ

て細かく研究してアイデアをさがして行く此の為に

A　名詞的特性一全体、部分、材料等

B　形容詞的特性一性質を考える

C　動詞的特性一機能について研究する。

以上のJつの角度から物の性質を分析する事が出来るわけであります。

ロ　欠点列挙法

何にか改善の問題があるという事は何にか欠点があるという車にほか1ら1い。比の欠点を

なくするにはどうするかというアイデアを列挙するのが此の方法である此の欠点列挙に特性列

挙を併用する事に上って一段と改善が良くなるのであります。

ノ、希望点列挙法

これは「こうあってほしい」という事を列挙して行く方法であります。

この様な方法をリーダーが良く指導して行きまして経営改善の問題を皆より出してもらい、それ

を分析研究して新しいアイデアに基いた新しい経営の基礎を作って行く方法であります。

≠　此の方法の良い点は

A　どんなアイデアを出しても批判をされないから気楽に発言が出来る。

丑　考えが束縛されないから臼田に連鎖反応的に話し合える

C　競争の本能がある為各人が負けずにアイデアを出そうとする。
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